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ロシアにおける日本研究の歴史と現在
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である。『古事記』 （E. ピヌス、 L. エルマコーワ、A. メシェリャコフ）、『日本書
紀』（L. エルマコーワ、A. メシェリャコフ）、『祝詞と宣命』（L. エルマコーワ）6。
1990 年代にはまた、日本文学関係の書籍もたくさん刊行されている。例えば、





5 P. Werner and F. Robaschik. “East Asian Studies in Russia.” ASIEN, no. 88 (July 2003), pp. 
51–62.






























7 Djyakonova, Mescheryakov and Streltsov. “Japanese Studies in Russia.” Bulletin of the 
European Association for Japanese Studies 60 (June 2002), pp. 49–59.
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シア国立人文大学、モスクワ国立国際関係大学、ロシア科学アカデミー東洋学
研究所、ロシア科学アカデミー極東研究所、サンクトペテルブルク国立大学、
ロシア科学アカデミー東洋古文書研究所には、それぞれ日本研究科または日本
研究センターがある。
それから、ウラル地方のウラル国立大学、西シベリア地方のノヴォシビルス
ク国立大学、東シベリアのイルクーツク国立言語大学、極東地方の極東連邦大
学もそれぞれ日本研究センターまたは日本研究科を持っている。各センターで
は、日本語教育を行い、学部生と大学院生の数を増やしているそうである。　
極東国立人文大学が行った学生対象のアンケート調査によると、学生たちの
日本語学習の動機は大きく三つに分かれる。「就職に役立つ」「違う文化に興味
がある」「違う言語に興味がある」、である。また、調査の際、「日本語は世界
で一番難しい言語なので、それを克服したい」という声をよく聞いたが、困難
さに打ち勝つことが日本語学習における一つの目標になっているようだ。
